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港
新
聞
７
面

０
６
１
５
０
７

藤

井

井

藤

区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

天
保
山
の
夕
陽
や
海
遊
館
、

赤
レ
ン
ガ
倉
庫

。
幻
想
的
な

色
彩
美
が
人
気
の
ガ
ラ
ス
ア
ー

ト
が
港
区
風
景
と
な
っ
て
港
区

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
港
区
役
所
一

階
）
に
飾
ら
れ
、
好
評
を
博
し

て
い
ま
す
。

光
と
影
に
魅
せ

ら
れ
て

金か
ね

元も
と

奈な

保お

美み

活
動
二

十
周
年
記
念
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

で
描
く
港
区
十
二
景

生
徒
作

品
展

と
題
し
た
こ
の
展
示
は

五
月
三
十
日
に
始
ま
り
、
六
月

十
六
日
ま
で
続
き
ま
す
。

展
示
し
た
の
は
港
区
を
拠
点

に
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
普
及
活
動

を
続
け
る

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

教
室
。
ガ
ラ
ス
ア

ー
ト
歴
二
十
年
、
同
教
室
創
設

十
五
年
の
金
元
奈
保
美
さ
ん
に

よ
る

港
区
十
二
景

や
生
徒

作
品
な
ど
合
わ
せ
て
二
十
数
点

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

鑑
賞
し
た
五
十
代
女
性
は
、

港
大
橋
、
大
阪
プ
ー
ル
、
安

治
川
水
門
な
ど
、
見
慣
れ
た
港

区
の
風
景
が
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
で

幻
想
的
に
映
り
、素
敵
で
す
ね

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
ル
ー
ツ
は
手
描
き
友ゆ

う

禅ぜ
ん

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
ル
ー
ツ
は

江
戸
時
代
の
京
の
絵
師
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
京
都
手
描
き
友

禅
。
そ
の
伝
統
技
法
に
着
目
し

た
創
始
者
の
中
井
芳よ

し

夫お

・
ア
ツ

コ
夫
妻
（
箕
面
市
）
が
一
九
八

六
年
、
一
枚
の
ガ
ラ
ス
に
描
く

技
法
と
画
材
を
開
発
し
、

ガ

ラ
ス
ア
ー
ト

と
名
付
け
ま
し

た
。
シ
ン
プ
ル
な
技
法
が
絵
の

苦
手
な
人
に
も
入
り
や
す
く
、

生
涯
学
習
に
最
適

と
愛
好

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ
グ
ル

ー
プ
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

磯
路
二

二
〇

一

九
、

六
五
七
六

一
三
四
四

港
区
風
景
を
描
い
た
作
品
例
（
上
は

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
海

遊
館

、
下
は

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
赤
レ
ン
ガ
倉
庫

）

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

所
属
バ

ン
ド

ガ
ー
ゴ
イ
ル

の
ニ
ュ

ー
ア
ル
バ
ム

鬼き

書し
ょ

が
好
評

（

〇
三

三
三
八
二

九
一

八
〇
フ
ァ
ー
ス
ト
セ
ル
）

七

月
十
七
日
（
日
）
十
八
時
半
か

ら
江
坂
ミ
ュ
ー
ズ
（

六
三
八

七

〇
二
〇
三
）
で
ガ
ー
ゴ
イ

ル
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
記
念
ラ

イ
ブ
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

切
断
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

（
左
手
親
指
切
断
の
共
通
体
験

を
持
つ
三
人
で
二
〇
〇
六
年
に

結
成
）
の
リ
ー
ダ
ー
や
ソ
ロ
で

温
か
な
雰
囲
気
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

毎
月
第
一

・
三
木
曜
各
二
十
時
か
ら
ザ
・

セ
ラ
ー
（
中
央
区
西
心
斎
橋
二

一
七

一
三
新
ス
ミ
ヤ
ビ
ル

地
下

六
二
一
二

六
四
三

七
）
で
ラ
イ
ブ

毎
月
第
三
火

曜
二
十
時
か
ら
か
つ
お
の
遊
び

場
（
中
央
区
宗
右
衛
門
町
四

五
宗
右
衛
門
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

二
階
、

〇
九
〇

五
八
八
二

七
〇
一
五
）
で
切
断
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
と
し
て
ラ
イ
ブ

毎
月
第

二
火
曜
二
十
時
半
か
ら
ロ
ー
ジ

ー
（
中
央
区
西
心
斎
橋
二

九

五
日
宝
三
ツ
寺
会
館
地
下
一

階

六
二
一
三

三
九
九
九
）

で
ラ
イ
ブ
。

●
市
岡
元
町
在
住
の
音
楽
ユ
ニ

ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

生
活

に
根
ざ
し
た
前
向
き
で
分
か
り

や
す
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
と
ト
マ

ト
パ
ス
タ

あ
な
た
ら
し
く
あ

た
ら
し
く

六
月
二
十
四
日

（
金
）十
九
時
か
ら
神
戸
湊
川

一
番
星
食
堂

で

沖
縄
慰
霊

の
日

翌
日
ラ
イ
ブ

神
戸
う

た
の
日
コ
ン
サ
ー
ト

参
加

七
月
十
四
日（
木
）十
九
時
半

天
六
音ね

太た

小
屋
で
ラ
イ
ブ
。

花
☆
キ
ャ
ラ
の
演
奏
風
景

ペドロさん

桐田勝治さん

市民花壇コンで港区優秀賞
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
な
ら
ん
ま
ん
２
０
１
１

市

民
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
品

花
の
妖
精
に

祝
福
さ
れ
て

と
港
区
花
み
ど
り
友
の
会
の
メ
ン
バ
ー

妖
精
の
か
わ
い
い
囁さ
さ

きや

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
夢
の
あ
る
空
間

。
港
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

港
区
花
み
ど
り
友
の
会

（
藤
巻
幸
蔵
会
長
）
の
つ
く
っ
た
花
壇
が

は
な
ら
ん
ま
ん
２
０
１
１

市
民
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
（
大
阪
市
主
催
）
で
み
ご
と
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
一
昨
年
、
昨
年
の
最
優
秀
賞
に
続
く
三
年
連
続
の
快
挙
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
五
月
十
二

十
七
日
に
靭う

つ

公ぼ

園
で
開
催
さ

れ
、
各
区
か
ら
二
十
四
グ
ル
ー

プ
が
参
加
、
二

四
方
に
個
性

豊
か
な
花
壇
を
造
り
上
げ
ま
し

た
。
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

一
、
優
秀
賞
二
な
ど
計
六
賞
が

決
ま
り
、
こ
の
う
ち
優
秀
賞
に

は
港
区
花
み
ど
り
友
の
会
が
制

作
し
た

花
の
妖
精
に
祝
福
さ

れ
て

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

★
デ
ザ
イ
ン
班
を
中
心
に

同
会
は
平
成
十
七
年
発
足
。

会
員
は
百
人
超
。
種
か
ら
育
て

る
花
づ
く
り
の
先
頭
に
立
ち
、

そ
の
一
環
と
し
て
コ
ン
ク
ー
ル

に
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ

う
に
デ
ザ
イ
ン
班
の
十
数
人
を

中
心
に
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
八
回
の
集
ま
り
の
う
ち
五

回
は
同
会
の
拠
点
で
あ
る

花

づ
く
り
広
場
（
弁
天
３
）で
の

作
業
。
コ
ン
ク
ー
ル
前
日
に
は

田
端
区
長
ら
の
激
励
を
受
け
な

が
ら
、
雨
降
る
会
場
で
大
道
具

を
設
置
し
、花
を
植
え
ま
し
た
。

★
花
選
び
な
ど
に
苦
労

作
品
に
は
女
性
会
員
が
温
め

て
い
た
洋
裁
ボ
デ
ィ
を
使
っ
た

ア
イ
デ
ア
を
採
用
。
英
国
王
子

の
結
婚
式
と
重
ね
、
バ
ー
ジ
ン

ロ
ー
ド
の
花
嫁
を
花
の
妖
精
が

祝
福
に
来
て
い
る
夢
の
あ
る
世

界
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
。

苦
労
し
た
の
は
花
選
び
。
開

花
期
な
ど
を
二
カ
月
前
か
ら
専

門
家
と
相
談
。
安あ

曇ず
み

野の

、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
ベ
ー
ル
、
八や

重え

咲
き
ベ

チ
ュ
ニ
ア
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な

ど
十
数
種
を
選
び
ま
し
た
。
妖

精
づ
く
り
は
男
性
会
員
が
趣
味

を
生
か
し
て
技
術
指
導
し
、
二

十
一
体
を
制
作
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
完
成
さ
せ
た
花
壇

は
、
ま
さ
に
タ
イ
ト
ル
通
り
の

可
憐
な
妖
精
ワ
ー
ル
ド
。
同
心

円
状
に
広
が
る
白
。
周
囲
を
取

り
巻
く
緑
。
シ
ン
プ
ル
で
爽
や

か
な
配
色
の
中
、
妖
精
た
ち
が

持
つ
ナ
デ
シ
コ
の
紅べ

に

、
花
嫁
が

抱
く
ゼ
ラ
ニ
ュ
ウ
ム
の
赤
が
ひ

と
き
わ
鮮
や
か
で
し
た
。

★
楽
し
か
っ
た
作
業

コ
ン
ク
ー
ル
後
に
は
会
員
か

ら

妖
精
を
作
っ
た
り
洋
服
を

着
せ
た
り
、
楽
し
い
作
業
の
連

続
で
し
た
（
星
尾
月
枝
さ
ん
）

産
み
の
苦
し
み
は
あ
り
ま
し

た
が
、
完
成
し
た
ら
み
ん
な
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
高
田

博
美
さ
ん
）

蕾つ
ぼ

のみ

ま
ま
の
花

が
あ
っ
た
の
が
残
念
。
安
曇
野

が
一
杯
咲
い
て
い
る
と
こ
ろ
を

寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀

賞
に
輝
い
た
小
谷
さ
ん
の
作
品

見
て
ほ
し
か
っ
た
わ

（
林
い

す
ず
さ
ん
）

妖
精
が
制
作
者

の
体
型
に
合
わ
せ
て
出
来
上
が

っ
て
い
く
の
が
可お

笑か

し
か
っ

た

（
大
井
光こ

う

三ぞ
う

さ
ん
）
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

同
会
で
は

港
区
を
花
と
み

ど
り
の
豊
か
な
街
に
し
よ
う
、

楽
し
み
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を

し
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
！

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
問
合

せ
は

六
五
七
六

九
七
四
三

港
区
役
所
市
民
協
働
担
当
へ
。

★
寄
せ
植
え
コ
ン
も
受
賞

な
お
、
会
場
で
は

寄
せ
植

え
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
さ
れ
、

同
会
メ
ン
バ
ー
小こ

谷た
に

悦
子
さ
ん

（
弁
天
）
の
作
品
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
小
谷
さ
ん
は

器
を
グ
リ
ー
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
同
期
生
に
作
っ
て
も
ら

う
な
ど
色
ん
な
サ
ポ
ー
ト
の
お

陰
で
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ぜひ一度ご覧になって下さいね と呼びかけるガ
ラスアート 教室の金元奈保美さん ら
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